
 新倉町木之浜地区計画

 三原市新倉町の一部

 約 １１．３ha

地区計画の目標 当地区は三原駅から西約３．５km，沼田川の左岸に位置し，一部に住宅
及び工場が点在する低湿地帯である。

現在，組合施行による土地区画整理事業が行われており，地域高規格道
路福山本郷道路に指定された国道２号三原バイパスの新倉町ランプが近接
している。

本計画は，事業後に予想される建築物の用途の混在や，土地の細分化な
どによる住環境の悪化を未然に防止し，秩序ある市街地を計画的に誘導し
つつ，緑豊かで潤いのある良好な住環境を形成・保持するとともに周辺環
境と調和した工業環境の形成を図ることを目標とする。

土地利用の方針 緑豊かで潤いのある良好な住環境及び周辺環境と調和した工業環境の形
成並びに利便性の高い工業地の形成を図る。
　＜工業地区＞
　　環境の悪化をもたらすおそれの少ない軽工業等の利便を増進し，立地
　条件を活かした流通業務施設及び沿道サービス施設等を誘導していく。
　＜住居地区(Ａ地区)＞
　　低層住宅を主体とした住環境の形成を図り，住宅と調和した小規模な
　店舗・飲食店・事務所等の立地を許容していく。
　＜住居地区(Ｂ地区)＞
　　低層住宅を主体とし，周辺の自然環境と調和のとれた良好な住環境の
　形成を図る。

地区施設の整備方針 土地区画整理事業により道路，公園等が適切に配置，整備される計画で
あり，事業後，これらの施設の機能が損なわれないよう維持・保全を図
る。

土地区画整理事業地外の既存の道路については，地区施設として位置づ
け適切な整備を行い，機能が損なわれないよう維持・保全を図る。

建築物等の整備方針 良好な工業及び住宅環境を形成するため，「建築物等の用途の制限」及
び「建築物の敷地面積の最低限度」を定める。

また，緑豊かで美しいまちなみとゆとりある都市空間を創出するため，
敷地内の空地等は積極的に緑化に努めるとともに，「壁面の位置」，「建
築物等の高さ」及び「かき又はさくの構造」を制限する。
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備後圏都市計画地区計画の変更（三原市決定）

　都市計画新倉町木之浜地区計画を次のように変更する。      

名　　　　　称

位　　　　　置



幅　　員 延　　長

５．０ｍ 約　６０ｍ

４．０ｍ 約　７０ｍ

約１３０ｍ

地 区
の 名 称

住居地区（A地区） 住居地区（B地区）

地 区
の 面 積

約 ６．７ha 約 ３．３ha

建築基準法（昭和２５年法
律第２０１号）別表第２(は)項
に掲げる建築物以外の建築物
の用途に供するもので，その
用途に供する部分の床面積の
合計が1,500平方メートルを超

えるものは建築してはならな
い｡

建築基準法（昭和２５年法
律第２０１号）別表第２(い)項
に掲げる建築物以外の建築物
は建築してはなら ない。

「区域，地区施設の配置については，計画図表示のとおり」

　敷地の地盤面から１２メートル以下とする。ただし，社会
福祉施設，医療施設，公共下水道の用に供する施設について
は，この限りでない。

　道路に面して設けるかき又はさくの高さは，地盤面から
１．２メートル以下とする。ただし，生垣又は透視可能な
フェンスについては，この限りでない。
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　敷地面積の最低限度は１６５平方メートルとする。ただ
し，次の各号のいずれかに該当する場合は，この限りでな
い。
（１）土地区画整理法第１０３条の規定による換地処分によ
      り１６５平方メートル未満となる場合
（２）現に建築物の敷地として使用されている土地で当該規
      定に適合しないもの又は現に存する所有権その他の権
      利に基づいて建築物の敷地として使用するならば当該
      規定に適合しないこととなる土地について，その全部
      を一の敷地として使用する場合
（３）市長が良好な市街地環境の維持増進を図る上で特に支
      障がないと認めた場合
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建 築 物 等 の
用 途 の 制 限

約 １．３ha

工　業　地　区

　敷地面積の最低限度は２００平方メートルとする。ただ
し，次の各号のいずれかに該当する場合は，この限りでな
い。
（１）土地区画整理法第１０３条の規定よる換地処分に
      より２００平方メートル未満となる場合
（２）現に建築物の敷地として使用されている土地で当
      該規定に適合しないもの又は現に存する所有権そ
      の他の権利に基づいて建築物の敷地として使用す
      るならば当該規定に適合しないこととなる土地に
      ついて，その全部を一の敷地として使用する場合
（３）市長が良好な市街地環境の維持増進を図る上で特
      に支障がないと認めた場合

かき又はさく
の構造の制限

  備　　　　　　　　　　考

  拡   　幅

  拡   　幅

名　　　　称

　　〃　　２２号線

市道新倉町２１号線
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壁 面 の 位 置
の 制 限

　建築物の外壁又はこれに代わる柱の面から敷地境界線までの距離は，１．０メートル以上とする。ただし，当該限度に
満たない距離にある建築物又は建築物の部分が，次の各号のいずれかに該当する場合は，この限りでない。
　（１）自動車車庫で，軒の高さが３メートル以下のもの
　（２）次のいずれかに掲げるもの
　　　（イ）バルコニー
　　　（ロ）袖壁
　　　（ハ）床面積に算入されない出窓
　（３）外壁又はこれに代わる柱の中心線の長さの合計が３メートル以下であるもの
　（４）既設の堀り込み車庫部分
　（５）物置その他これに類する用途(自動車車庫を除く。)に供し，軒の高さが３メートル以下で，かつ，床面積の合計

                が１０平方メートル以内のもの

　（６）市長が良好な市街地環境の維持増進を図る上で特に支障がないと認めたもの

建築物等の高
さの最高限度

　次に掲げる建築物は建築してはならない。
（１）建築基準法（昭和２５年法律第２０１号）別表第
           ２(を)項に定める建築 物中 第２号から第６号に掲

           げるもの

（２）建築基準法（昭和２５年法律第２０１号）別表第
           ２(わ)項に定める建築物中 第３号第４号及び第６号

           から第８号に掲げるもの

（３）長屋

建 築 物 の
敷 地 面 積 の
最 低 限 度

道  　　　路


